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 修立小学校は、先月新校舎・新校庭の竣工式を終え、新しい歴史がスタートしました。 

 学校教育目標を「豊かな心、確かな学力を身につけ、集団の中で意欲的に取り組む子どもの育

成」とし、子どもたちの心に寄り添いながら、授業づくりや温かい仲間づくりを進めています。 

『ふるさと』を作曲した岡野貞一、自由律俳句の尾崎放哉の出

身校として、資料コーナーを設置し、年間を通して教育活動を行

う。夢や希望、志を高くもち、がんばるすばらしさを感じさせる。 

◇今月の歌で、『岡野貞一の歌でつづる一年間』と題し、  

  朝の会や集会等で歌ったり、地域の方と合唱したりする。 

◇体感した四季の移り変わりを俳句に表し、掲示し、表現の 

 よさを全校が見合い、言葉で表現する楽しさを感じる。 

心を動かす授業づくり 

 直接体験を重視し、本物にふれたり、教材のもっているよさを

授業に生かしたりすることで、共感や実感を伴った授業を行う。 

◇理科や生活科では、果樹園や樗谿公園などの野外に出か 

 けて観察し、見つけたことや感じたことを友だちと交流 

 する。 
◇地域の人材を活用して、音楽科では我が国の伝統的な音 

 楽「能」や「箏」を体験する学習を行い日本文化を味わう。 

一人一人が輝く教育の推進 

 自尊感情を高めることを大切にし、人との出会いや体験活動

を通して、よりよい生活をつくっていこうとする態度を育てる。ま

た、仲間とともに学ぶ集団づくりに努める。 

◇「なかよし班」などの異年齢のかかわりを大切にする。 

◇様々な環境や背景の子どもの実態把握と子ども理解につ 

 ながる研修を行い、適切な指導及び支援に生かす。 

 （子ども学園希望館・エール等関係機関との連携） 

 校舎新築等で学校を取り巻く環境が変化したこともあり、「学校

内に四季を取り戻そう」と様々な取組をしている。季節の移りゆく

彩りを感じ取れる心、感覚を豊かな心の一つととらえている。 

◇校門横の柿の木畑や欅の木陰、シンボルツリーの銀杏の木 

 など、憩える、和める、木漏れ日のある空間づくりを大切に 

 したり、委員会活動で緑を増やしたりする活動をする。   

五感がはたらく環境づくり 『誇り』を育てる教育活動 

  

 

 

 
「柿の収穫」 「箏で演奏」 

 学校・地域の特色を生かし、心を動かす学校教育を展開

していくことは、子どもたちに学ぶことの楽しさやおもし

ろさを実感させます。そして、「子どもたちの心にここで

育ったという『誇り』を育む」ことにつながります。 

  先日、私の恩師で７０代に入っても教育の道で活躍しておられる方にお会いしました。その方は、ま

わりに元気を与えてくれるようなフレッシュさと、実年齢を感じさせない素敵な方です。いつも笑顔で

「やる気」を示し、自ら動き、志を持ち続けておられるのです。子どもに力をつけるための研究を絶え

ず行われ、そして、「毎月１０冊以上の読書は欠かさない。」とも言われていました。 

 世の中には、老境に入ったかのような感じのする若い方も見受けられます。フレッシュさとは年齢

の若さではなく、志を持ち続けて、新しいことに挑戦することだと思います。 

 このフレッシュさは、教師に求められる姿です。このような姿は、全て教師の 

『子どもを成長させる』というやる気から生じるものだからです。 

 「子どもを変える」ために、教育者自身がやる気を示し、いつもフレッシュで 

ありたいと考えます。そうすることで、子どもたちも成長し、それが「学校を変 

える」ことにつながっていきます。 

   いつもフレッシュでありたい                      局長 久岡 賀代子 

    学校の中心に

子どもたちがい

て、学校・地域・

家庭の皆で支え

合っていくこと

を大切にしてい

ます。 

新校舎 

＜子どもたちが学びを楽しむ姿＞ 

感じる・考える 伝え合う  表現する 

  こころが動く   からだを使う   ことばを生み出す 
  ことばをつむぐ 

人間関係をつむぐ 

 学校生活の中で、「わかった、できた」という達成感や「がんばった」と

いう満足感、「自分の発見や発言が役立った」という有用感をもたせる。 
鳥取市立修立小学校 

『笑顔いっぱい 歌声いっぱい 

   あたたかい風がふく学校』 



 

 

 

      

【 お願い 】  

① 携帯電話の管理者（校長又は教頭）は、常に細心の注意を払って携帯電話を管理し、活用 

   してください。 

② 携帯電話の使用は、旅行業務に関するものに限り、私用の通信等には使わないでください。 

③ 携帯電話が不要となる場合は、東部教育局 学事係 にご連絡ください。 

今後の取組「八頭高ライフ体験」 

 中央中２年生全員が八頭高へ出かけ、高校生活を体験する予定。 

    現在、東部地区では約７割の小・中学校に公用携帯電話が備えられています。 

 （３割の学校は不要により返却されています。)これは、平成１６年４月１５日付鳥取県教育長通知 

 「県費負担教職員に係る旅行雑費の廃止及び廃止に伴う携帯電話の配備について」 

 により、旅行雑費の支給が廃止され、その代替措置として各学校へ配備されたものです。 

 その使用目的は、主に校外学習などの児童引率や管理職等の出張に係る緊急連絡用です。 

   子どもたちの未来を拓くための「つなぐ、つながる」教育の実現をめざして 

  本年度から、鳥取県教育委員会では、子どもたちの学力向上を推進するため、幼稚

園・保育所、小・中学校、高校などの学校種の枠を超えた一貫性のある取組（スクラ

ム教育）を進めています。県内６地域（「タワー地域」と呼びます。）に、推進役と

なる教員を配置して、先進的に取り組んでいます。東部地区では、「八頭タワー」と

「岩美タワー」の２地域で、地域の実態を生かしながら学校相互の連携をより一層進

め、スクラム教育を推進しています。 

 【組 織】 八頭高校 

      中央中・八東中・船岡中の各中学校区 

      毎月１回 スクラムリーダー会の開催 

 【出席者】スクラム担当教諭 

      ３中学校教務主任、八頭町教委、県教委 

【テーマ】「いきいきやずっこを育む中高連携の在り方」 

       ～学力向上と授業力の向上をめざして～ 

八頭町 

スクラム勉強教室 
 中央中の3年生対象

の夏休み勉強会に八頭

高生徒が参加した。３日

間でのべ４４名の高校

生が参加し、中学生に学

習指導したり、受験体験

や高校生活を語ったり

した。 

 中学生は目標を新た

にし、高校生は有用感の

ある時間となった。 

小・高（八頭高体育ｺｰｽ）  

   連携事業 
 八頭高体育ｺｰｽの生徒が

郡家東小と郡家西小に出

かけ、体力測定（ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ)

の計測協力や模範演技を

し、給食交流をした。 

「高校生の手本をみて、小

学生の意欲が増した」な

ど、事後のｱﾝｹｰﾄでは、小学

生・高校生・教員とも満足

度は高かった。 

小･中･高 連携授業研究会 
 これまでも開催されてきた小

中合同授業研究会に、八頭高の

教員にも参加を呼びかけた。授

業参観だけでなく、教科別部会

に参加した高校の教員から「小

学校の授業を久々に見て、授業

の流れなどとても刺激を受け、

事後研も参考になった」といっ

た感想があり、多くの参加者が

異校種を知る大切さを感じた。 

八頭町 中･高 連絡会 
 八頭町内３中学校と八頭

高校の教員で組織される教

科別連絡会を英数２教科で

開催し、本年度の高校１年

生の実力ﾃｽﾄをもとに教材

や指導について研究協議を

行った。これを受けて八頭

町中高交流授業（出前講座）

も船岡中で実施した。 

 

スクラム教育推進フォーラム 
期日 平成２３年１１月１７日（木） 

時間 １３：３０～１６：４０ 

会場 ハワイアロハホール  

内容・６タワー地域の取組を映像で紹介 

  ・スクラム教育の展望をテーマにパネル     

   ディスカッション等を予定  

 八頭タワーでは、県立高校と町教委が連携の可能性を探

しながら、校種を超えた交流の機会を設定し、意欲と活力

ある「いきいきやずっこ」の育成をめざしています。中学

生が将来に希望を持ち、高校生が自己有用感を高めるよう

な連携が期待されます。 

   学事コーナー 

 スクラムリーダー会では、従来の取

組を見直し・改善をしながら、共通す

る課題の解決に向けて協議する。 

スクラム勉強会 

高校の先生が出前授業 


